
　麻生工科自動車大学校　シラバス
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○ ○
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49～
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55～
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61～
66

67～
72

89～
108

89～
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109～
120

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究

履修上の注意

評価方法

授業の中で1週間に1回程度、確認試験を行い、平均点を下記の基準で評価する。
成績評価は、学生便覧に則り行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

確認試験 ○

授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 実習： ○ 実技：

授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

〇×問題を使用した分野別の理解度向上 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

100%

国家試験筆記過去問題の実施と研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・国土交通省自動車局監修　教科書　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置、シャシ電子制御装置、自動車新技
術、
 総合診断・環境保全・安全管理、法令教材
・公論出版自動車整備士1級小型筆記 問題と解説

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上

対象学科・学年 1級自動車整備科 4年

授業概要
1級自動車整備士が担っていく社会的に重要なテーマとして必要な、多様化する自動車システムの実践的な
診断整備技術や自動車使用者の保守管理を支援する総合診断、また環境保全、職場環境の安全管理、自
動車整備士に必要な関連法令の知識の習得を目指します。

学習目標
（到達目標）

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

苦手分野の明確化と分野別問題の実施、グループ研究 授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上

科目名 故障探求Ⅴ

科目名（英） fault diagnosis

単位数 3単位 時間数 120時間 担当者 武田　健吾

目標

国家試験（筆記）過去及び本校作成問題を実施し、合格（80点以上）する事が出来る

授業時間内に完成しなかった課題の実施及び予習

授業項目・内容 授業外学修指示

模擬試験の実施と自己研究、苦手分野の理解度向上

○



麻生工科自動車大学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5～
35

36

37

38

39

40～
70

７１～
１０５

目標

故障診断に必要な情報を、問診と通して得ることができる。

問診で得た診断に必要な情報をもとに、整備計画を説明できる。

点検整備記録簿をもとに、整備結果の内容説明ができる。

自動車の法令及び保守管理等について説明できる。

実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

問診の概要

科目名 総合診断

科目名（英） General diagnosis

単位数 2単位 時間数 105時間 担当者
小串浩之
武田健吾

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

実習ノート「整備内容説明」及び「問診」

問診と整備説明の練習（国家試験形式）

対象学科・学年 1級自動車整備科 4年

授業概要

自動車整備士が担っていく社会的に重要なテーマとして、多様化する自動車ユーザーの保守管理を支援することが求め
られます。そのための情報提供手段としての総合診断の基本、応用知識の修得を始めとして、修得知識を活用した実践
的な手法学びます。具体的には、情報提供として必要となる問診、診断、整備計画等と整備の結果の内容説明における
知識及び、これを活用した応酬話法について、職場での活用が可能となるよう理解します。

学習目標
（到達目標）

整備説明の概要 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

整備説明の進め方 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

整備説明のポイント 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

追加質問と回答要領の理解

◎ 100%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 実習： ○ 実技：

実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

問診の進め方とポイント 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

問診の大項目と小項目の理解 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

追加質問と回答要領の理解 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

問診の練習 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

整備説明の練習 実習ノートの該当範囲を事前に読んでおくこと

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

履修上の注意

評価方法

実技テストを実施し、平均点で評価する。
成績評価は、学生便覧に則り行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

実技テスト
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